
・Ｂ型肝炎はどのようなものですか？ 
・Ｂ型肝炎ウイルスで考えられる感染経路 
・Ｂ型肝炎ウイルスに感染しない事例 
・Ｂ型肝炎の症状は？ 
・Ｂ型肝炎になると肝硬変・肝がんになる？ 
・Ｂ型肝炎の治療法は？ 
 



１、B型肝炎ウイルス（HBV）の感染によって起こる 

  肝臓の病気 

 

２、急性肝炎と慢性肝炎がある 

 

３、 B型慢性肝炎を放置すると、 

  病気が進行し、肝硬変→肝がんへ進展する 

  可能性がある 

 



１、Ｂ型肝炎ウイルスに感染している人と 

  性交渉を持った場合 

 

２、Ｂ型肝炎ウイルスに感染している母親から 

 生まれた子に対し、 

 適切な母子感染予防措置を 

 していなかった場合 



１、握手をした場合 

２、抱き合った場合 

３、隣に座った場合 

４、入浴した場合 など 
 

• 感染予防には、他人の血液に安易に触れない
ようにする 

• 空気感染しない 

• 常識的な注意事項を守っていれば、日常生活で
うつることはまずない 

 



【自覚症状】        【診察】 

 全身のだるさ      肝臓が腫れる 

 食欲不振 

 むかむか、吐き気 

 黄疸 

 

感染していても症状が出ない場合もある 



適切な健康管理や必要に応じた治療をせず 
 

放置すると、自覚症状がないまま 

肝硬変へと進展し、 

肝がんとなることがある 

 

 



１、抗ウイルス療法 
 

① インターフェロンを用いた治療法 
 

② 抗ウイルス薬を用いた治療法 

 
 

２、肝庇護療法 

 

 


